
魚津市では、すべての小中学校に学校運営協議会を設置し、コミュニティ・スクールの仕組

みを生かした取組みを開始しました。コミュニティ・スクールの導入に際し、多くの方々にご理

解とご協力をいただき、感謝申し上げます。 

コミュニティ・スクールの活動について多くの人に知っていただくために、学校運営協議会

や地域学校協働活動の様子、学校の取組みなどを紹介していきます。 

 

第１回学校運営協議会　よつば小学校 

よつば小学校では、5/27(月)に第 1 回学校運営協議会が開催されました。開会の挨拶の

中で、山瀬　敬 教育長が、コミュニティ・スクールの仕組みを生かした創意ある活動への可能

性に触れ、委員の皆様への期待と感謝の意を伝えました。事務局から協議会規則についての

説明の後、会長として亀澤俊幸さん(村木地区振興会会長)、副会長には大野聡一さん(大町コ

ミュニティセンター長)が選出されました。 

協議では、校長の森田委員より学校運営の基本方針が説

明されました。グランドデザインをもとに育てたい子供像や

本年度の重点について共通認識を図るとともに、学校の現

状と課題について詳細な報告がありました。委員からは、建

設的な質問や提案が出され、意見交換後に全会一致で学校

運営方針が承認されました。また、運営協議会の年間計画

や地域の方に学校を開く機会についての説明もあり、今後

もよりよい教育の実現に向けて協議していくことを確認し

ました。 

 

学校のことを知ってもらいたい 

　魚津市内すべての小中学校で第 1 回学校運営協議会が開

催されました。各校意識していたことは、「広報=学校のこと

を知ってもらう」工夫です。 

　清流小学校や星の杜小学校では、電子黒板を活用し

て子供たちの様子や学校の取組みを分かりやすく説明

していました。道下小学校、経田小学校では、学校の

HP をツールとして活用し、広報に努めています。東部

中学校では、会議の前に委員の皆さんに授業と休み時

間の様子を見ていただく時間を設定していました。ま

た、西部中学校では、チーム担任制についての豊富な資

料を提示して詳細な説明がなされていました。 

　学校では、HP に「コミュニティ・スクール」のコーナー

をつくって、発信の準備をしています。上記の「コミュニ

ティ・スクール通信」もよつば小の HP に掲載されています。また、多くの学校では、学校運営

協議会と授業参観を組み合わせるなど、積極的に「学校を開く」工夫に取り組む予定です。 
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【よつば小学校　コミュニティ・スクール通信】

【清流小学校　第 1 回学校運営協議会】



 

学校マネジメント研修会 

８月 27 日(火)に魚津市と黒部市の校長・教頭を対象に「学校マネジメント研修会」が開催

されました。両市の小中学校が今年度コミュニティ・スクールとしてスタートしたことで、理解

をより深め、管理職としてどのように取り組むかを学ぶ機会として設定したものです。講師の

大山賢一先生は、昨年度まで文科省の CS マイスターとして、全国の自治体で講演や学習会の

講師を務められ、現在もコミュニティ・スクール導入促進に

貢献されています。魚津市でも研修会の講師等、継続して

ご指導をいただいています。研修会では、前半は「地域と

ともにある学校づくり」という演題での講義、後半はグル

ープワークを行いました。グループワークでは、学校教育目

標を達成するための具体策を記載したマトリクスをもとに、

意見交換、情報交換を行い、全体でも共有しました。 

初めてコミュニティ・スクールに取り組む両市の管理職に向けて、大山先生から下記の励ま

しのメッセージをいただきました。特に、「課題は実践の成果であり、次の成長への目標であ

る」という言葉は印象的で、参加者はコミュニティ・スクールの仕組みを生かした特色ある学校

づくりへの意欲をさらに強くしたのではないかと思います。2 市合同で実施することで、より

多くの学校の取組みや考えに触れる機会として、有意義な研修となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の取組み紹介　　～学校・家庭・地域合同研修　特別講演会～　 

6 月 27 日(木)に、よつば小学校で、教員や保護者、学校運営委員はじめ地域の方々を

対象とした合同研修会が開催されました。中央の大学教授を講師として招聘し、「子供の心を

守り育むために大切なこと」と題した講演でした。この研修会には、よつば小学校の教員、保

護者、地域の方々、校区の中学校はじめ市内の PTA 役員の方が参加されたと聞いています。 

コミュニティ・スクールは、学校、保護者、地域が共通の課題を認識し、共通の目標やビジョ

ンをもつことから始まるといわれています。そういった面で、この合同研修会は、コミュニテ

ィ・スクールのよさを生かすとても意義ある取組みであると思います。 

今後も、学校と地域の協働活動について各学校の取組みを紹介していきます。 
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【グループワークの様子】 

【グループワークの様子】 



　11 月には、よつば小学校(11/11)と経田小学校(11/15)で第２回学校運営協議会が開催

されました。それぞれの協議会では、学校の取組みの進捗状況や成果・課題、地域学校協働活

動等について、熱心な協議がなされました。 

 

第２回学校運営協議会　経田小学校 

開会の挨拶の中で、校長の土開委員から、今年度は特に学校の活動の様子をオープンにす

るよう工夫しており、学校行事には地域の方が多数おいでになったとの報告がありました。協

議では、学校の中間評価として、７月に実施された児童、保護者、教員アンケートの結果と学

校行事等を参観した様子について各委員から意見をいただきました。次に、今年度後半の３

つの交流活動(「地域の保育園との交流」「昼なべ談義」「地域の高校生との交流」)の提案につ

いて、意見交換がありました。 

～経田地区　「昼なべ談義」の開催～　11 月 27 日(水)　 

　そのうちの一つ、「昼なべ談義」について紹介します。経田地区で

は、以前から地域の将来を考える「夜なべ談義」を開催していました

が、コミュニティ・スクールが導入されたことを契機に、将来を生きる

子供たちが地域のことを考えるきっかけとしてほしいとのことで、６

年生を対象とした「昼なべ談義」が実施されました。この企画は、5 月

の第 1 回学校運営協議会で経田地区振興協議会の高瀬企画・総務部

長から提案があったものです。流れは下記のとおりです　。　　　　　　　　　　【趣旨の説明】 

講師の高瀬さんのはじめの言葉…「2２地区の町内会でも同じテーマで話し合っています。

『２３番目の地区』として経田小学校の６年生の意見を聞きたいと思います。その意見は地区

振興協議会でまとめて、今後よりよい経田地区にするための参考にします。」 

子供たちは、意見交換しながら、付箋に「遊び場や買い物するところが少ない」「イベントが

少ない」「海や川をもっときれいに」「町を明るく」など、たくさんの意見を書き出していました。

また、自分たちにできることとして「ボランティアを積極的に」「お年寄りと話す」「イベントのポ

スターづくり」などの取組案を意欲的に発表していました。終わりに、高瀬さんからは、「問題

に気付き、考え、まとめ、発表する力はこれからも大切です。自分たちが暮らす経田地区をよ

りよくするためにこれからも意見を聞かせてください。」との話がありました。 

育てたい子供像を共有しながら、地区のニーズとふるさとキャリア教育を推進する学校の

ニーズが合致した有意義な取組みとなりました。 
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 １　講師の高瀬さんから「昼なべ談義」の趣旨、テーマの説明 

　　　　　　テーマ「未来の経田地区について考えよう」 

２　個人思考　→　グループ内での意見交換　 

① 今の経田地区に足りないものは?       …ピンクの付箋 

② 自分たちにできることは?　　　　　　　　　　…黄色の付箋 

③ 将来の経田地区はどうなってほしい?　　　…青色の付箋 

３　発表に向けた話合い　　　　４　各グループ発表 

５　高瀬さんから感想　評価　　６　まとめ
【グループ協議】 



 

第２回学校運営協議会　道下小学校 

12 月３日(火)に、道下小学校の第２回学校運営協議会が開催されました。 

学校運営協議会の前に、児童の活動を知る機会として

「学校保健委員会」を見学する時間が設定されていました。

前半は、委員会の児童による発表、後半は、魚津市健康セ

ンターの岡田珠衣さんから睡眠の大切さについての講演

がありました。児童は反応しながら真剣に聞いていました。 

開会の挨拶では、本元会長から「学校、PTA、地域が一緒

になって話をする機会はあまりなく、運営協議会が学校を

中心とした意思疎通の場となればと思う。次世代を育てる

ことが地域づくりにつながる。それに対して何ができるか 

を考えるよい機会にしたい」との話がありました。 

校長の入井委員から、学校運営についての経過報告があり、意見交換を行いました。道下

小が長年取り組んでいる縦割り活動については、「下学年は上学年にあこがれをもち、上学年

は責任をもって取り組む中で、別の自分を発見できる。成長につながる優れた取組みである」

「縦割り遠足をはじめとして、育ちの目標ができる活動であり、大切にしてほしい」との意見が

あり、今後も教育活動として位置付けていくことを確認しました。 

また、今年から設置された「校内すまいる」について、不登校傾向のある児童の居場所とし

て全員が利用していると報告がありました。委員からは、「不登校を体験した方が社会で活躍

している姿をみると、不登校は必ずしもマイナスではない」「自分を受け入れてくれる場である

とともに、親も学校も受け入れてくれていると思える環境になれば」などの意見がありました。 

　今後の予定として、地域の方とのヒヤリマップづくりの協働活動を検討しているそうです。 

道下小学校のホームページより　 

　学校のことを知ってもらうツールとして、学校ホームページがあります。道下小学校では、学

校だけでなく、地域で活躍している子供の姿もホームページで発信することを大切にしてい

ると話がありました。地域の活動についての記事を紹介します。 
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【せりこみ蝶六】 

【学校保健委員会の様子】

【花のふれあい交流】 



 

今年度最後の学校運営協議会 

各小中学校では、２～３月に今年度最後の学校運営協議会が開催されました。学校評価に

係る協議の中で、学校が実施したアンケートの分析結果や学校視察からうかがえる児童生徒

の様子等から、めあての達成度や改善に向けた提案等、次年度につながる意見交換がなされ

ました。 

 

東部中学校　地域人材による授業支援 

東部中学校では、２月 21 日に第２回学校運営協議会が開催されました。東部中学校では、

学校運営の重点の一つとして、「地域とともにある学校づくり」を掲げています。 

今年度は、地域人材による授業支援として、１年家庭科の

裁縫実習の取組の報告がありました。手縫いとミシン縫いの

実習に計２０時間(１学級５時間×４学級)、８名の地域ボラン

ティアの方が講師として学習支援を行いました。生徒からは

「本返し縫いを講師の方に教えていただいたのできれいに縫

うことができました」との感想があり、生徒にとって大きなプ

ラスとなる取組でした。なお、地域ボランティアの発掘、連絡

調整については、学校運営協議会のメンバーである「地域学校協働活動推進員」と他の委員の

方が連携しながらコーディネートされました。大変苦労された

と聞いていますが、学校と地域住民等が力を合わせて学校運

営に取り組む「コミュニティ・スクール」と学校と地域が相互にパ

ートナーとして行う「地域学校協働活動」と一体的に取り組むこ

とが大切であるとされており、今回の取組が他の参考になるも

のと思います。なお、次年度には、２年の調理実習でも地域の学

習支援を計画しているそうです。 

 

ワークショップ型の学校運営協議会 

　経田小学校では、２月 2８日に第３回学校運営協議会が開催

されました。学校評価アンケートの結果に基づき、教頭先生が

ファシリテーターとなり、学校関係者評価及び課題に対する改

善案、来年度の展望等について、ワークショップ型で協議会が

進められ、たいへん活発に意見交換がされていました。 

その中で、今年度初めて取り組んだ「昼なべ談義」の評価は

高く、次年度も継続することが確認されました。また、「昼なべ

談義」で児童が考えた意見は、３月９日の「魚津市まちづくりフ

ォーラム 2025」で高瀬委員が発表することも紹介されまし

た。また、地域資源を活用する取組案についても具体的に提

案され、次年度の計画に位置付く予定です。
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手縫いの学習

ミシン縫いの学習

ワークショップの様子


